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■個別の事業項目を見ると、販売価格の上昇幅が拡大する
一方、仕入価格の上昇幅が縮小し、採算状況は改善しまし
た。また製品在庫の過剰感も薄れ、資金繰りの状況も改善
傾向となり、個別の項目は改善しています。 

■また、売上高の前年同月比を見ると、6月の＋3.3％に対し
て、7月は＋1.0％と伸びは鈍化しましたが、8月の実績見込
みは＋3.4％、9月の予測は＋3.7％と伸びが加速する見通し
です。7月の売上高の伸びが鈍化したことが、8月の景況感
低下に影響したと思われます。 

中小企業月次景況観測(日本) 

2014年8月27日 

商工組合中央金庫（商工中金）が毎月発表する中小企業の景況感の調査です。取引先企業から
製造業450社、非製造業550社を選定し、「好転」、「不変」、「悪化」という形で景況判断の回答を得
て、景況判断指数（当月と来月予測）を算出しています。同時に、売上高、販売・仕入れ価格、採算
状況、資金繰り、製品在庫、生産設備、雇用状況の判断指数も発表しています。 

（No.1,401）〈マーケットレポートNo.3,754〉 

7月の売上高はスーパーが前年同月比▲2.1％、
コンビニが同▲0.7％といずれも4カ月連続で減少
するなど、消費税増税後の回復にはやや遅れが
見られます。ただし、減少幅は縮小しており、今後
の回復が期待されます。 

■個人消費の回復はやや遅れ ■雇用環境改善の波及効果に期待 

2014年08月19日【キーワード No.1,395】レジャー白書(日本) 
2014年08月14日【キーワード No.1,392】日本のGDP成長率(日本) 

8月の景況判断指数は4カ月ぶりに低下 
ただし、9月の予測指数は6カ月ぶりに50ポイントを上回る 

個別の事業項目は改善傾向 
売上高は加速する見通し 

消費税増税の影響を脱し、年後半の景気回復に期待 

売上高の見通しには明るさが見えることから、8月
の景況感の低下は一時的に留まると思われます。
主要な経済指標に力強い回復感はまだ見られな
いものの、雇用環境は改善していることなどから、
年後半の景気回復に期待したいところです。 

■8月26日に発表された「8月の景況判断指数」は、前月比▲1.0ポイントの47.7ポイントと4カ月ぶりに
低下しました。消費税増税の影響で4月に45.4ポイントと大幅に低下したあと回復基調となっていまし
たが、持ち直しに一服感が出ました。 

■ただし、9月の予測指数は同＋3.9ポイントの50.6ポイントと6カ月ぶりに、景況判断の好悪の境目で
ある50ポイントを上回る見通しとなっており、先行きに対しては改善を見込んでいます。 

（注）データは2013年9月～2014年9月。2014年9月は予測値。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセット マネジメント作成 
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http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1238963_1982.html
http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1238867_1982.html

